[bookmark: _e1zn1w6oqyyp]レンタルスペース火気使用承諾書

レンタルスペース運営者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、レンタルスペース利用者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が管理又は運営するレンタルスペース（以下「本施設」という。）において、乙が火気を使用することについて、次のとおり確認し、合意する。

[bookmark: _f2b8q41uxolt]第1条（目的）
本承諾書は、乙が本施設において火気を使用するにあたり、使用条件、安全管理、禁止事項、事故発生時の対応、損害賠償その他必要な事項を定め、火災、火傷、設備損傷その他の事故を防止するとともに、本施設の安全かつ適正な利用を確保することを目的とする。

[bookmark: _rmgcixsjrjf1]第2条（対象施設）
1. 本承諾書の対象となる施設及び利用条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設名称
	

	施設所在地
	

	利用者氏名・団体名
	

	利用目的
	

	利用予定日
	年　　　月　　　日

	利用時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	火気使用予定時間
	時　　　分 ～ 　　　時　　　分

	利用予定人数
	名

	火気使用場所
	□ キッチン　□ 屋外スペース　□ 指定調理エリア　□ その他（　　　　　）

	火気使用責任者
	

	緊急連絡先
	

	その他特記事項
	


2. 乙は、前項に記載された施設、日時及び使用場所の範囲内でのみ火気を使用するものとする。
3. 乙が火気使用場所、使用時間又は使用目的の変更を希望する場合、事前に甲へ申し出て、承諾を得なければならない。
4. 本承諾書は、本施設の利用契約又は利用規約に付随するものとし、火気使用に関する事項について特別に定めるものとする。

[bookmark: _ojh8t25e865]第3条（火気使用の承諾）
1. 甲は、乙が本承諾書に定める条件及び甲が指定する安全管理基準を遵守することを条件として、本施設内の指定された場所における火気使用を承諾する。
2. 本承諾書による承諾は、乙に対して無制限の火気使用を認めるものではなく、甲が事前に確認した使用目的、設備、器具及び使用方法に限定される。
3. 乙は、火気の使用に際して、消防法、火災予防条例その他関係法令及び本施設の管理規則を遵守しなければならない。
4. 甲による承諾は、消防機関その他行政機関による許可、届出又は承認に代わるものではない。
5. 関係法令上、火気の使用が禁止されている場合又は必要な許可等が得られていない場合、甲の承諾があっても乙は火気を使用してはならない。

[bookmark: _kovgx1dt4r6w]第4条（使用する火気及び設備）
1. 乙が使用を予定する火気及び設備は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	使用する火気の種類
	□ ガスコンロ　□ カセットコンロ　□ IH調理器　□ ホットプレート　□ キャンドル　□ 固形燃料　□ その他（　　　　　）

	使用する器具・設備
	

	使用台数
	台

	燃料の種類
	□ 都市ガス　□ LPガス　□ カセットボンベ　□ 固形燃料　□ その他（　　　　　）

	燃料の持込み
	□ あり　□ なし

	器具の持込み
	□ あり　□ なし

	使用予定数量
	

	使用目的
	□ 調理　□ 撮影　□ イベント　□ その他（　　　　　）

	消火器等の設置場所
	

	その他安全対策
	


2. 乙は、甲が承諾した器具及び設備のみを使用するものとし、承諾を受けていない火気器具、燃料その他危険物を持ち込んではならない。
3. 乙が持ち込む器具については、使用前に正常な作動状態及び安全性を確認するものとする。
4. 乙は、製造事業者が定める取扱説明書、使用条件及び安全上の注意事項を遵守しなければならない。
5. 甲は、安全上必要と認める場合、乙に対して使用器具の変更、使用数量の制限又は使用方法の改善を求めることができる。

[bookmark: _3c8kw5q2n8ie]第5条（火気使用場所の制限）
1. 乙は、甲が指定した区域以外で火気を使用してはならない。
2. 次の各号に掲げる場所では、甲が個別に承諾し、かつ法令上及び安全上問題がない場合を除き、火気を使用してはならない。
(1) 避難経路、非常口及びその周辺
(2) カーテン、布製品、紙類その他可燃物が密集する場所
(3) 消防設備、警報設備及び電気設備の周辺
(4) 換気設備が不十分な場所
(5) 燃料、薬品その他危険物の保管場所
(6) 甲が火気使用禁止区域として指定する場所
3. 乙は、火気器具と壁面、家具、装飾品その他の可燃物との間に、器具の仕様及び関係法令に適合する安全な距離を確保するものとする。
4. 乙は、火気器具を不安定な場所、転倒のおそれがある場所又は熱による損傷が生じやすい場所に設置してはならない。
5. 火気使用場所の周辺に可燃物その他の危険要因が認められる場合、乙は使用開始前にこれを除去し、又は必要な防火措置を講じるものとする。

[bookmark: _g3nlqk6160do]第6条（火気使用責任者）
1. 乙は、火気の使用に際して、安全管理を担当する火気使用責任者を指定するものとする。
2. 火気使用責任者は、次の各号に掲げる事項を管理する。
(1) 火気器具及び燃料の安全確認
(2) 火気使用場所の安全確保
(3) 使用中の監視及び事故防止
(4) 利用者への安全上の注意事項の周知
(5) 火気使用終了後の消火及び設備確認
(6) 緊急時における初期対応及び甲への連絡
3. 火気使用責任者は、火気の使用中、必要な監視を継続し、無人の状態で火気を使用させてはならない。
4. 火気使用責任者を変更する場合、乙は速やかに甲へ通知するものとする。
5. 火気使用責任者の指定は、甲が施設管理者として負う法令上又は契約上の安全管理責任を免除するものではない。

[bookmark: _591jnfafac4y]第7条（使用前の安全確認）
1. 乙は、火気使用開始前に、次の事項を確認しなければならない。
(1) 使用器具に破損、変形、異常その他の不具合がないこと
(2) ガス接続部、燃料容器及び配管等に異常がないこと
(3) 周辺に引火性物質又は燃えやすい物品がないこと
(4) 必要な換気が確保されていること
(5) 消火器その他必要な消防用設備等の設置場所を把握していること
(6) 避難経路及び非常口が確保されていること
(7) 使用する器具が設置場所及び使用目的に適合していること
(8) その他甲が指定する安全確認事項を満たしていること
2. 乙は、前項の確認において異常を発見した場合、火気の使用を開始せず、速やかに甲へ報告するものとする。
3. 甲は、必要に応じて火気使用開始前に現地確認を行い、安全上の改善を求めることができる。
4. 乙は、甲による安全確認が実施された場合であっても、自らが使用する器具及び使用方法について必要な安全管理を行うものとする。

[bookmark: _pi8q8xwwwwcx]第8条（火気使用中の遵守事項）
1. 乙は、火気使用中、常に安全な使用状態を維持しなければならない。
2. 乙は、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
(1) 火気を使用したまま使用場所を離れる行為
(2) 火気器具を不安定な場所に設置する行為
(3) 使用中の火気器具を無断で移動させる行為
(4) 指定された用途以外に火気器具を使用する行為
(5) 器具の許容範囲を超えて使用する行為
(6) 燃料容器を高温となる場所に放置する行為
(7) 消防設備、火災報知設備又は換気設備の機能を妨げる行為
(8) その他火災、火傷又は設備損傷のおそれがある危険な行為
3. 乙は、火気使用中に異臭、異音、異常な発熱、煙その他の異常を確認した場合、直ちに使用を停止するものとする。
4. 乙は、火気使用中に利用者の安全を確保するため、必要に応じて立入制限、注意喚起その他の措置を講じるものとする。
5. 甲は、乙による火気使用が安全上不適切であると合理的に判断した場合、改善又は使用停止を求めることができる。

[bookmark: _vz5auvbtfokg]第9条（換気及び一酸化炭素中毒の防止）
1. 乙は、ガス器具、固形燃料その他燃焼を伴う器具を使用する場合、十分な換気を確保しなければならない。
2. 乙は、換気扇、給気口、窓その他の換気設備について、使用器具の仕様及び施設の状況に応じた適切な使用を行うものとする。
3. 乙は、燃焼器具の不完全燃焼による一酸化炭素中毒その他の健康被害を防止するため、必要な安全措置を講じるものとする。
4. 乙は、換気設備に不具合が生じた場合又は十分な換気が確保できない場合、燃焼を伴う火気の使用を直ちに中止するものとする。
5. 甲は、施設の構造、換気能力その他の事情により安全な使用が困難と判断した場合、火気の使用を制限又は禁止することができる。

[bookmark: _j5gtl88t2pi6]第10条（消防設備及び避難経路）
1. 甲は、関係法令に従い、本施設に必要な消防用設備等を設置し、適切に維持管理するものとする。
2. 乙は、火気使用前に消火器、火災報知設備、避難経路及び非常口の位置を確認するものとする。
3. 乙は、消防用設備等の前に物品を置くこと、避難経路を塞ぐことその他設備の機能を妨げる行為を行ってはならない。
4. 乙は、消防用設備等の異常又は不具合を発見した場合、速やかに甲へ報告するものとする。
5. 乙は、火災その他の緊急事態が発生した場合、避難及び人命の安全確保を最優先とするものとする。

[bookmark: _mq4oz5pd79bc]第11条（燃料及び危険物の取扱い）
1. 乙は、甲が承諾した種類及び数量の燃料のみを持ち込むことができる。
2. 乙は、燃料の保管、運搬、交換及び使用について、関係法令並びに製造事業者の安全基準を遵守するものとする。
3. 乙は、燃料容器を直射日光、高温となる場所又は火気の近くに放置してはならない。
4. 乙は、燃料の補充又は交換を行う場合、器具の使用を停止し、製造事業者が指定する安全な方法で作業を行うものとする。
5. 乙は、甲の事前の承諾なく、ガソリン、灯油、アルコール燃料その他引火性又は危険性の高い物品を持ち込んではならない。
6. 甲は、燃料の種類、数量又は保管方法が安全上不適切であると判断した場合、その持込み又は使用を禁止することができる。

[bookmark: _n0zub9qdu2jy]第12条（禁止される火気使用）
乙は、甲の事前の個別承諾及び関係法令上必要な手続がある場合を除き、次の行為を行ってはならない。
1. 花火、爆竹その他火薬類を使用する行為
2. 焚き火、たき火台又は直火による燃焼行為
3. 炭火、薪その他大量の煙又は熱を発生させる燃料の使用
4. 火炎を伴う演出、パフォーマンス又は撮影
5. 火気器具の改造又は不適切な接続
6. 消防設備又は火災報知設備を無断で停止する行為
7. 可燃物の近くで火気を使用する行為
8. その他甲が安全上危険と判断し、合理的な理由を示して禁止する行為

[bookmark: _aobsi64rppgt]第13条（利用者及び第三者の安全確保）
1. 乙は、本施設内に立ち入る参加者、来場者、スタッフその他の関係者に対し、火気使用に関する必要な注意事項を周知するものとする。
2. 乙は、火気使用場所において、火傷、転倒、接触事故その他の危険が生じないよう必要な安全対策を講じるものとする。
3. 未成年者が火気使用場所に立ち入る場合、乙は年齢及び行動特性に応じた適切な監督を行うものとする。
4. 乙は、火気器具の操作を行う者に対し、器具の使用方法及び緊急時の対応方法を事前に説明するものとする。
5. 乙は、参加者又は第三者による危険行為を発見した場合、速やかに制止し、必要な安全措置を講じるものとする。

[bookmark: _kirvm4d8eiu5]第14条（施設設備及び備品の保護）
1. 乙は、火気使用により本施設の床、壁、天井、家具、設備、備品その他の物品に損傷が生じないよう必要な保護措置を講じるものとする。
2. 乙は、必要に応じて耐熱マット、防火シートその他の適切な保護用品を使用するものとする。
3. 乙は、火気器具の熱、煙、油、すすその他の影響により施設設備を汚損又は損傷しないよう注意するものとする。
4. 乙は、施設設備又は備品に損傷を発見した場合、速やかに甲へ報告するものとする。
5. 乙の責めに帰すべき事由により施設設備又は備品に損害が生じた場合、乙は第18条の定めに従い責任を負うものとする。

[bookmark: _5o450tmvoqia]第15条（火気使用終了後の確認）
1. 乙は、火気使用終了後、直ちに火気器具の使用を停止し、完全に消火されたことを確認するものとする。
2. 乙は、ガス栓、燃料容器、電源その他の設備について、必要な停止措置を行うものとする。
3. 乙は、火気器具及びその周辺が安全な状態になったことを確認したうえで、片付け及び清掃を行うものとする。
4. 乙は、使用した燃料、灰、油その他の廃棄物について、甲が指定する方法及び関係法令に従って処理するものとする。
5. 乙は、火気使用終了後、甲が指定する確認事項について点検し、必要に応じて甲へ報告するものとする。
6. 甲は、安全管理上必要と認める場合、乙の立会いのもとで使用場所及び設備の状態を確認することができる。

[bookmark: _252jjtg3nkt0]第16条（事故発生時の対応）
1. 乙は、火災、火傷、ガス漏れ、一酸化炭素中毒その他の事故又はそのおそれを発見した場合、直ちに火気使用を中止し、人命の安全確保を最優先とするものとする。
2. 乙は、事故の状況に応じて、避難誘導、119番通報、救急要請その他必要な緊急対応を行うものとする。
3. 初期消火は、避難経路が確保され、かつ安全に実施できる場合に限るものとし、乙は危険を伴う消火活動を無理に行ってはならない。
4. 乙は、事故発生後、可能な限り速やかに甲へ連絡し、事故の発生状況、被害の程度その他必要な情報を報告するものとする。
5. 甲及び乙は、事故原因の調査、被害拡大防止、消防機関への対応その他必要な措置について相互に協力するものとする。
6. 事故発生時の対応費用及び損害の負担については、事故原因、甲乙それぞれの責任及び関係法令に基づいて決定するものとする。

[bookmark: _docted3nfg27]第17条（火気使用の停止及び承諾の取消し）
1. 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当する場合、火気使用の一時停止又は承諾の取消しを行うことができる。
(1) 本承諾書に違反した場合
(2) 甲が承諾していない火気器具又は燃料を使用した場合
(3) 火災その他重大な事故が発生するおそれがある場合
(4) 消防機関その他行政機関から使用停止等の指導又は命令を受けた場合
(5) 施設設備に重大な不具合が発生した場合
(6) その他安全な火気使用を継続することが困難な合理的事情がある場合
2. 甲は、前項に基づき火気使用を停止させる場合、緊急の場合を除き、その理由を乙へ説明するものとする。
3. 乙の責めに帰すべき事由により火気使用の承諾が取り消された場合、利用料金その他の費用の取扱いについては、事前に合意した利用規約及び関係法令に従うものとする。
4. 甲の責めに帰すべき事由により火気使用が不可能となった場合、甲乙は利用料金の返還、利用内容の変更その他必要な対応について協議するものとする。
5. 本条による火気使用の停止又は承諾の取消しは、当然に本施設の利用契約全体を終了させるものではない。ただし、利用契約の継続が困難な場合は、当該契約及び関係法令に従い対応するものとする。

[bookmark: _6etty223necx]第18条（損害賠償）
1. 甲又は乙が本承諾書に違反し、相手方に損害を与えた場合、当該当事者は、自己の責めに帰すべき事由により生じた損害について、関係法令に従い賠償責任を負うものとする。
2. 乙の故意又は過失により火災、設備損傷、第三者の負傷その他の損害が発生した場合、乙は、法令上認められる範囲で、その責任に応じた損害賠償義務を負うものとする。
3. 甲の施設管理上の過失、設備の不具合その他甲の責めに帰すべき事由により損害が生じた場合、甲は、その責任に応じた損害賠償義務を負うものとする。
4. 甲及び乙の双方に責任がある場合、損害の発生原因、過失の程度その他の事情を考慮して責任の範囲を決定するものとする。
5. 損害賠償の対象及び範囲は、民法その他関係法令に従って判断するものとする。
6. 本承諾書は、甲又は乙の故意若しくは重大な過失による責任その他法令上免除することができない責任を排除するものではない。

[bookmark: _le9d6p25gseu]第19条（保険の取扱い）
1. 本施設の火気使用に関連する保険加入状況は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設運営者の火災保険
	□ 加入あり　□ 加入なし

	施設運営者の施設賠償責任保険
	□ 加入あり　□ 加入なし

	利用者の賠償責任保険
	□ 加入あり　□ 加入なし

	その他の保険
	

	保険会社名
	

	主な補償対象
	

	火気使用による事故の補償
	□ 対象　□ 対象外　□ 要確認

	その他特記事項
	


2. 甲及び乙は、保険に加入している場合であっても、すべての火災、事故又は損害が補償されるものではないことを確認する。
3. 保険金の支払可否及び補償範囲は、当該保険契約の約款及び保険会社の判断によるものとする。
4. 甲又は乙が保険への加入を火気使用の条件とする場合、その内容及び必要な補償条件について事前に合意するものとする。
5. 保険への加入の有無は、甲又は乙の法令上の損害賠償責任を当然に免除するものではない。

[bookmark: _rx4pbg400pkp]第20条（法令及び行政指導への対応）
1. 甲及び乙は、火気使用に関して適用される消防法、火災予防条例、建築関係法令その他の関係法令を遵守するものとする。
2. 甲及び乙は、火気使用に関して消防機関その他行政機関への届出、許可、承認その他の手続が必要となる場合、事前にその要否及び手続主体を確認するものとする。
3. 必要な届出等については、甲乙間で役割を明確にしたうえで、法令上の義務を負う者が適切に実施するものとする。
4. 甲及び乙は、消防機関その他行政機関から火気使用に関する指導、改善要請又は命令を受けた場合、速やかに必要な対応を行うものとする。
5. 法令上の制限又は行政機関の指導等により火気使用が困難となった場合、甲乙は使用方法の変更、使用停止その他の対応について協議するものとする。

[bookmark: _c20f9gdmbxjl]第21条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本承諾書に関連して取得した乙及び火気使用責任者の氏名、住所、電話番号その他の個人情報を、施設利用管理、安全確認、緊急連絡、事故対応その他事前に特定した利用目的の範囲内で取り扱うものとする。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、必要かつ適切な安全管理措置を講じるものとする。
3. 甲は、法令上認められる場合を除き、本人の同意その他適法な根拠なく個人情報を第三者へ提供しないものとする。
4. 個人情報の保存期間、開示等の請求方法その他の取扱いについては、甲が別途定める個人情報保護方針等によるものとする。

[bookmark: _2w6ax08s26x0]第22条（承諾内容の変更）
1. 乙が火気の種類、使用器具、使用場所、使用時間その他の承諾内容を変更する場合、事前に甲へ変更内容を通知し、承諾を得るものとする。
2. 甲は、変更内容について安全性及び関係法令への適合性を確認したうえで、変更の可否を判断するものとする。
3. 甲は、変更により追加の安全対策が必要となる場合、その内容を乙へ通知するものとする。
4. 甲乙は、重要な変更事項について、書面又は電磁的方法により記録を残すものとする。
5. 乙は、甲の承諾を得るまで変更後の方法による火気使用を開始してはならない。

[bookmark: _g97p2fjfewrh]第23条（承諾の有効期間）
1. 本承諾書による火気使用の承諾は、第2条に定める利用日時及び使用条件に限り有効とする。
2. 乙が別の日程又は別の目的で火気を使用する場合、甲が別途認める場合を除き、新たに承諾を得るものとする。
3. 本施設の利用契約が終了した場合、本承諾書による火気使用の承諾も終了するものとする。
4. 本承諾書の終了後も、事故対応、損害賠償、個人情報保護及び紛争解決に関する規定は、その性質に応じて引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _hxw67yma85n]第24条（協議事項）
1. 本承諾書に定めのない事項又は本承諾書の解釈について疑義が生じた場合、甲及び乙は信義誠実の原則に従い、協議のうえ解決するものとする。
2. 本承諾書と施設利用規約その他の契約条件との間に相違が生じた場合、火気使用に関する個別の合意事項については、本承諾書を優先するものとする。ただし、関係法令に反する内容については、この限りでない。
3. 本承諾書の一部が法令により無効又は執行不能と判断された場合であっても、その他の条項は、当該判断の影響を受けない範囲で引き続き効力を有するものとする。

[bookmark: _ommgrjherr2x]第25条（準拠法及び紛争解決）
1. 本承諾書の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本承諾書に関連して紛争が生じた場合、甲及び乙は、まず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _uzt413mqeiwb]第26条（最終確認及び承諾）
乙は、本承諾書の内容について説明を受け、又は自ら確認し、次の事項を理解したうえで火気を使用するものとする。
□ 火気使用が認められる場所、日時及び使用条件を確認しました。
□ 使用可能な火気器具及び燃料の種類を確認しました。
□ 承諾を受けていない器具及び燃料を使用しないことを確認しました。
□ 火気使用責任者を指定し、安全管理を行うことを確認しました。
□ 使用前の安全点検を実施することを確認しました。
□ 火気使用中は必要な監視を継続することを確認しました。
□ 換気及び一酸化炭素中毒の防止に必要な措置を確認しました。
□ 消火器、非常口及び避難経路の位置を確認しました。
□ 火気使用終了後の消火及び設備確認を行うことを確認しました。
□ 事故発生時の緊急対応及び連絡方法を確認しました。
□ 施設設備の損傷及び第三者への損害に関する責任を確認しました。
□ 火気使用の停止及び承諾取消しの条件を確認しました。
□ 消防法、火災予防条例その他関係法令を遵守することを確認しました。
□ 本承諾書の内容を理解し、定められた条件に従って火気を使用することに同意します。

[bookmark: _lzo9gusypwiu]
[bookmark: _oeckh7847h54]
[bookmark: _sdsnh1nkhulk]
[bookmark: _tea76t535w9l]署名欄
甲及び乙は、本承諾書の内容を確認し、火気使用に関する条件について合意した証として、本書を作成する。
書面により作成する場合は、本書2通を作成し、甲乙署名又は記名押印のうえ、各自1通を保有する。
電子契約により作成する場合は、本承諾書の内容を記録した電磁的記録について、甲乙が合意した電子署名その他の方法により承諾の意思を確認し、各自当該電磁的記録を保管するものとする。

承諾日：　　　　年　　　月　　　日

甲（レンタルスペース運営者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（レンタルスペース利用者）
住所・所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名・団体名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

火気使用責任者
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属・役職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緊急連絡先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：

